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A Presidency Town and Politics during the Early Colonial Period (2) 
: Indian ‘Opinion’ during the Stir over Writs of ‘Habeus Corpus’* 
Asuka Nagao** 
 
There was an immense stir over issuing of writs of ‘Habeus Corpus’ by judges of the 
Bombay Supreme Court in 1828. While the local government claimed that they were 
opposing the court’s actions to protect ‘inland’ Indians against the aggressions of the 
court, the so-called ‘opinions’ of ‘inland’ Indian people that were ‘expressed’ during 
this incidence were heavily distorted or even forced to suit the political purposes of a 
colonial officer.  
  
                                                        






















1816年に同社が編集するインド情報月刊誌 The Asiatic Journal （AJ）が創刊され、また 1824






































 インド人と「パンや魚（loaves and fishes）」を共有しなくてはなりません。彼らに文官職に
就く資格を認めなくてはいけませんし、現在彼らに許されているよりも高い地位を軍隊内
で認めなくてはいけません。（中略）そのように雇用された者に良い給与を払いましょう。
生存水準のような月給に留まらなくてもよいようにさせましょう。 ［‘Debate at E.I.H., July 















                                                        





























させ、迷信を喚起し、自尊心を喚起できるかよく知っています。［‘Debates at E.I.H., July 9, 



















3 人身保護令状（Habeas Corpus） 3騒動の概要と先行研究 
 
 1823年から 31年にかけてのボンベイ州における州政府と最高裁の対立の中で、1828年 8
























                                                        
3 非合法に拘束されている可能性のある人物を裁判所に出頭させ、その拘束の合法性を法廷で改めて判事が




州政府により問題視された［Halliday 2010: 281-90］。 
4 ここで先行研究として参照している主な研究は［Drewitt 1907: 323-36; Vachha 2011: 190-8; Bhatnagar n.d.; 
Malcolm 2014: ch. 31］である。 
5 J・マルコムはヨーロッパ人の法律家の助言があったことはほぼ確実としている［Malcolm 2014: 464］。 







しての権限は地理的に限定されるが、王座裁判所（Court of King’s Bench）としての権限は州
全体に及ぶという解釈を示している［Knapp 1831: 21］。また騒動のさなかの 1829年、グラン
ト判事は当時インドで赴任中の他の最高裁判事 8名に書簡で見解を求め、うち 7名から、管
区都市以外に住むインド人に対し人身保護令状を発行する権限を在インド最高裁は有すると
いう回答を得た［AJ, Dec 1829: 745］。 
 後者のような法解釈のもとグラント判事は 8月 30日、PRに宛て、MRを 9月 10日までに






える不安感や、国家安定への悪影響等を州政府が心配し、マルコムら 4人が連名で 10月 3
日、最高裁のチャンバース判事に対し、本国の回答が来るまでこの人身保護令状関連の司法




 一方 10月 10日にグラント判事は、令状に従わなかった場合 1万ルピーの罰金を科すとす







 さらに 1829年 4月初旬、グラント判事は抗議の意思から最高裁を閉廷し、同年 6月初旬に
当時 32歳ほどのボンベイ法務総督代理8ジェームス・デュワーが第二代ボンベイ最高裁主任





                                                        
7 Sir Thomas Bradford （b.1777; d. 1853）.1829年 12月 3日に州軍総司令官を辞任［AJ, June 1830: 101］。 
8 Acting Advocate General. 
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9 ウエスト判事は 1828年 8月 18日に死去した。実際グラント判事は 1828年 2月に来印したばかりで、それ
以前は下院議員だった。 
10 この事件に関しては「口喧嘩（squabble）」や「口論（quarrel）」と表現する研究もある［Harrington 2010: 
33; Malcolm 2014: 461］。またドレウィットはこの事件に先立つウエスト判事と州政府との対立や同判事の
尽力がボンベイ社会にすぐに忘れ去られてしまったと述べており、その後の研究に大きな影響を与えた






























                                                        
11 Richard Orlando Bridgman （b. c. 1798; d. 23 June 1828）. マドラスからボンベイに転勤後、数か月のうちに
コレラで死亡した［‘Death of the Advocate General,’ AJ, Dec 1828: 750］。 
12 Clerk of the Crown. 
13 James Dewar （b. c.1797; d. 25 Novemebr 1830）. 1827年 6月にボンベイ最高裁の法廷弁護士として来印後、
記録官を務めていた。 
14 From James Dewar to William Newnham, 24 July 1828, No. 50 of 1828, HM736, ff. 803-6. 
15 ‘Translation of a Yad from Ana Dhumderee,’ HM736, f. 736-7; ‘The statement of Pandurang Bhaskar Chapekar 
attached to Ana Sahib Dhumderee,’ HM736, ff. 767-8; ‘The Statement of Dhunsee Bensingjee of Pol Juwar in the 
City of Poona,’ HM736, f. 769. 
16. この連れ出し事件が起こったのはウエスト夫妻が休暇のためプーナに到着して 3日後のことだった［JLW: 
f. 196］。 
17 From J. P. LeGeyt to J. A. Dunlop, 23 August 1828, HM736, ff. 845-7. 




























                                                        
19 From J. P. LeGeyt to J. A. Dunlop, 23 August 1828, HM736, ff. 845-7. 
20 ‘Translation of a Statement from Pandurang Ramchunder Dhumdhere,’ HM736, ff. 849-50.先行研究が指摘す
るように、マルコム州知事就任後しばらく州政府と最高裁との関係は表面上良好だった［Drewitt 1907: 







面会の際バッラージー・ゴークレーの幽閉が話題として出たようである［LWD, f. 199］。 
21 From J. P. LeGeyt to J. A. Dunlop, 23 August 1828, HM736, ff. 845-7. 
22 From J. Dewar to W. Newnham, 24 July 1828, No. 50 of 1828, HM736, ff. 803-6; From E. C. Morgan to J. A. 
Dunlop, 14 August 1828, HM736, f. 821-2. しかし州政府からはあまり協力が得られなかったようである








































                                                        
24 デュワーは、マルコムが州軍総司令官にあてた上記の書簡の中で「ノート」を参照させたいと言及した 3
名の内のひとりだった。［長尾 2016a:17-18］参照。 
25 ‘Extract of a letter from Mr. Dewar, Advocate General, to John Bax, dated 27th July 1828,’ HM736, ff. 816-8. 







































                                                        
27 MRが PRの家を出たいと思っていたことを伺わせる情報はすでに司法関係者に伝わっていた。 




































                                                        
29 From J. Malcolm to J. Dewar, 23 August 1828, HM736: ff. 833-4. 
30 ［長尾 2016a: 17-8］参照。 
31 Dhundhu Pant Patvardhan. イギリス人治安担当者のもとデカンの略奪団（ラモーシー）対策を行っていたが、
ラモーシーの長との結託を疑われ死刑判決を受け、バラモンであることを理由に終身刑に減刑された








































                                                        
33 From J. Malcolm, 24 August 1828, HM736: ff. 833-40. 
34 From J. Dewar to J. Malcolm, 25 August 1828, HM736, f. 851. 


































 「（当該の人物を）出頭させました（I have the body ready）」という文言がなければ法律上
はあらゆる令状執行報告書が不完全なので、この人身保護令状に対しどのような令状執行
報告書を出せばよいかわかりません。その文言を加えることをあなたが許可されないのは
                                                        
37 From J. Malcolm to J. Bax, 28 August 1828, HM736, ff. 859-63. 
38 From J. Dewar to J. Malcolm, 27 August 1828, HM736, f.865. 
39 ［長尾 2016a: 17］参照。 
40 From J. Bax to J. Malcolm, 31 August 1828, HM736, f. 871. Sはその後、1829年 10月に 49歳で死去したが、
彼の葬式における説教によれば、その 2年弱ほど前から体調を大きく崩していたようである。 
























1. 8月 30日 州知事の命令で、ベットン滞在中の体調を崩している息子ラーマチャンド
ラ・パント・アッバーについて話をするため D氏のところに行きました。 
2. 9月 5日 D氏のところに行き、私の所領村（Serinjam）交換について話をしました。
以前エルフィンストン閣下が命令を出したのですが、執行されていなかったのです。 
3. 9月 8日 ボンベイから宣誓供述書をとるために L氏が来ました。D氏から連絡があ
ったので役所に行き、彼が望むとおりに何が起こったかを私の慣習に沿って書き、彼
の目の前で署名し、帰宅しました。 





                                                        
42 From J. Dewar to J. Malcolm, 31 August 1828, HM736, f. 875. 
43 From J. Malcolm to J. Dewar, 3 September 1828, HM736, ff. 883-4. 
44 From J. Dewar to J. Malcolm, 5 September 1828, HM736, f. 895. 
45 From J. Bax to J. Malcolm, 4 September 1828, HM736, ff. 893-4. 













































































                                                        
47 From J. Dewar to J. Malcolm, 16 September 1828, HM736, f. 946. 
48 From J. Malcolm to W. Bentinck, 13 September 1828［Kaye 1856: 511］. 
49 この表現が何を指しているかは現状不明であるが、カルカッタ主任判事チャールズ・グレイが 1827年に
最高裁の司法権に関し行った先述の解釈ではないだろうか。 
50 From J. Malcolm to J. Pattison, 30 July 1829, HM734, f. 449. 

































                                                        
52 From J. Malcolm to C. W. W. Wynn, 19 April 1828, WBP, PwJf1406; ［長尾 2016a: 18］. 
53 ‘Supreme Court of Judicature at Bombay,’ HCD, 4 March 1830, vol. 22 c1300. 
54 例えば From J. Melville to J. Malcolm, 25 February 1829, WBP, PwJf1426参照。 
55 タッカーは 1818年から 1857年の間にボンベイ州で起こった反乱は全て小規模かつ地域的に限定され、多




ガル期の地方統治機構に関しては［Saran 1973: 152-230］等を参照。 















グラント判事のボンベイ出立を前にした 1830年 9月 10日、ボンベイ住民「4,400名」が署
名する同判事への謝辞が彼の前で読み上げられた。最初に挨拶したジャーンギール・ナサル





判所で「無実の罪」による投獄が横行していると、激しい批判が展開された［AJ, February 1831: 
80-2］。 
ボンベイ州政府はこの謝辞の内容に激しく反発し、新聞にその執筆者を「無知」と罵る告
知を掲載させたほか［AJ, March 1831: 131］、その英語の謝辞をマラーティー語に翻訳し、プ
ーナに送ったようである。その謝辞の翻訳は 9月 16日までにプーナの新聞に掲載された［AJ, 













                                                        


























前の 1828年 8月 5日、同判事と面会した PRら一行はバッラージー・ゴークレーの幽閉を話
題にしたようである。ウエスト夫人は当日の日記に、役員会の命令でゴークレーが刑務所か
ら釈放されたことはよかったが、二部屋の檻のなかに隔離されているのは「イギリスの恥」










                                                        
59 同裁判に関しては［長尾 2016a: 9］参照。 








































                                                        















































HM: Home Miscellaneous （British Library, IOR） 
 
JLW: Journal of the Lady West in Sir Edward West Papers （British Library, IOR Eur Mss D.888.1） 
 




AJ: The Asiatic Journal 
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